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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  通電時に磁界を発生するコイルと、
  前記コイルの内周に配置された非磁性体の筒状部材からなるバルブボディと、
  前記バルブボディの一端側に固定された固定コアと、
  一端側が前記固定コアに対向するよう前記バルブボディ内に配置され、他端側には弁体
を備え、前記コイル通電時に前記固定コアに向けて前記バルブボディ内を軸方向に移動す
るアマチュアと、
  前記バルブボディ内であって、前記アマチュアの他端側に配置され、前記弁体と接離可
能で当接時に前記バルブボディ内部に形成された流路を閉塞するシート部と、
  前記固定コアの他端側と前記アマチュアの一端側との間に前記アマチュアを前記シート
部の方向に付勢する付勢部材と、
を有し、
  前記アマチュアは、前記一端側と前記他端側を連通する軸方向液路と、一端面に前記一
端面から他端面に向けて形成され前記付勢部材を収容するスプリング収容孔と、前記一端
面に形成され、前記アマチュアが前記軸方向に移動したときに前記固定コアとの間に流路
を構成するよう前記軸方向液路と前記スプリング収容孔を連通し、少なくとも、前記軸方
向液路と接続する接続部の幅が前記軸方向液路より広く、前記軸方向液路の深さより浅く
形成し径方向に延在する径方向凹部とを有することを特徴とする電磁弁。
【請求項２】
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  請求項１に記載の電磁弁において、
  前記アマチュアは、前記一端面と外側面との間に形成された面取り部を備え、
  前記径方向凹部は、前記一端面を押圧して形成し、前記面取り部に前記押圧により発生
した余肉が位置するよう構成されていることを特徴とする電磁弁。
【請求項３】
  請求項１に記載の電磁弁において、
  前記スプリング収容孔の開口縁に沿って連続して環状液路を形成したことを特徴とする
電磁弁。
【請求項４】
  請求項３に記載の電磁弁において、
  前記環状液路は前記径方向凹部を含んで形成していることを特徴とする電磁弁。
【請求項５】
  請求項４に記載の電磁弁において、
  前記径方向凹部は、前記アマチュアの一端面に円周方向に複数個所形成され、隣り合う
前記径方向凹部の間の環状液路の深さは前記径方向凹部の深さより浅く形成されているこ
とを特徴とする電磁弁。
【請求項６】
  請求項５に記載の電磁弁において、
  隣り合う前記径方向凹部の間の環状液路は、外周より前記スプリング収容孔の開口縁の
方が深く形成され、前記一端面から前記スプリング収容孔に向かって傾斜する傾斜面によ
って形成したことを特徴とする電磁弁。
【請求項７】
  請求項１に記載の電磁弁において、
  前記径方向凹部は、前記アマチュアの周方向に複数形成されていることを特徴とする電
磁弁。
【請求項８】
  請求項１に記載の電磁弁において、
  前記径方向凹部を周方向に複数形成し、前記径方向凹部は外径側の幅よりも内径側の幅
を狭くし、狭くなった内径側部を隣り合う前記径方向凹部を接続する環状液路を備え、前
記環状液路の深さは前記径方向凹部の深さよりも浅いことを特徴とする電磁弁。
【請求項９】
  請求項８に記載の電磁弁において、
  隣り合う前記径方向凹部の間の環状液路は、外周より前記スプリング収容孔の開口縁の
方が深く形成され、前記一端面から前記スプリング収容孔に向かって傾斜する傾斜面によ
って形成したことを特徴とする電磁弁。
【請求項１０】
  通電時に磁界を発生するコイルの内周に配置された非磁性体の筒状部材からなるバルブ
ボディと、
  前記バルブボディの一端側に取り付けられた固定鉄心と、
  一端側が前記固定鉄心に対向するよう配置され、他端側には弁体を備え、前記コイル通
電時に前記固定鉄心に向けて前記バルブボディ内を軸方向に移動する円柱状のアマチュア
と、
  前記アマチュアの他端側に配置され、前記弁体と接離可能で当接時に前記バルブボディ
内部に形成された流路を閉塞するシート部と、
  前記固定鉄心と前記アマチュアの一端側との間に縮設されたコイルスプリングと、
を有し、
  前記アマチュアは、前記一端側と前記他端側を連通する軸方向液路と、前記コイルスプ
リングが収容され一端面からアマチュアの軸に沿って他端面に向けて形成されたスプリン
グ収容孔と、前記一端面に形成され、前記軸方向液路と前記スプリング収容孔を連通する
径方向液路と、を備え、
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  前記径方向液路は、前記軸方向液路と接続する接続部の幅が前記軸方向液路より幅が広
く、前記径方向液路の深さは前記軸方向液路の最深部の深さ以下に形成したことを特徴と
する電磁弁。
【請求項１１】
  請求項１０に記載の電磁弁において、
  前記アマチュアは、前記一端面と外周面との間に形成された面取り部を備え、
  前記径方向液路を鍛造により形成し、前記形成時に発生したバリを前記面取り部に収容
するように構成されていることを特徴とする電磁弁。
【請求項１２】
  請求項１０に記載の電磁弁において、
  前記径方向液路を、前記アマチュアの一端面に円周方向に複数形成し、
  前記スプリング収容孔の開口縁に沿って、隣り合う前記径方向液路間を接続してなる接
続液路を形成したことを特徴とする電磁弁。
【請求項１３】
  請求項１２に記載の電磁弁において、
  前記接続液路の深さは前記径方向液路の深さより浅く形成されていることを特徴とする
電磁弁。
【請求項１４】
  請求項１３に記載の電磁弁において、
  前記接続液路は、外周より前記スプリング収容孔の開口縁の方が深く形成され、前記一
端面から前記スプリング収容孔に向かって傾斜する傾斜面を備えたことを特徴とする電磁
弁。
【請求項１５】
  ハウジングに形成された取り付け孔に固定され、通電時に磁界を発生するコイルの内周
に配置された非磁性体の筒状部材からなるバルブボディと、
  前記バルブボディの一端側に取り付けられた固定鉄心と、
  一端側が前記固定鉄心に対向するよう配置され、他端側には弁体を備え、前記コイル通
電時に前記固定鉄心に向けて前記バルブボディ内を軸方向に移動する円柱状のアマチュア
と、
  前記アマチュアの他端側に配置され、前記弁体と接離可能で当接時に前記バルブボディ
内部に形成された流路を閉塞するシート部と、
  前記固定鉄心と前記アマチュアの一端側との間に縮設されたコイルスプリングと、
を有する液圧制御装置用の電磁弁であって、
  前記アマチュアの一端面の中心部を含む領域から前記アマチュアの軸方向に沿って所定
長さ形成され前記コイルスプリングが収容されるスプリング収容孔と、
  前記アマチュアの一端側と他端側を連通する軸方向液路と、
  前記アマチュアの一端面に形成され、前記軸方向液路と前記スプリング収容孔内を接続
する径方向液路と、
を備え、
  前記径方向液路の深さは前記軸方向液路の最深部の深さ以下に形成したことを特徴とす
る液圧制御装置用の電磁弁。
【請求項１６】
  請求項１５に記載の液圧制御装置用の電磁弁において、
  前記径方向液路の前記軸方向液路と接続する接続部の幅を前記軸方向液路より幅が広く
形成したことを特徴とする液圧制御装置用の電磁弁。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電磁弁に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　この種の技術としては、下記の特許文献1に記載の技術が開示されている。特許文献1に
は、磁気コアに突起を形成し、磁気コアと磁気アマチュアとの間に流路を形成したものが
開示されている。この流路は、磁気アマチュアの外周に軸方向形成された液路と、戻しス
プリング収容孔とを連通し、弁座－収容体側のブレーキ液を戻しスプリング収容孔に流通
可能になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許4790177号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献1に記載の発明では、磁気アマチュアの回転位置によっては、流路の位置と液
路の位置がずれてしまい、ブレーキ液の流通がしにくくなるため、磁気アマチュアの作動
を阻害するおそれがあった。
  本発明は、上記問題に着目されたもので、その目的とするところは、アマチュアの作動
の阻害を抑制することができる電磁弁を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため第一発明では、アマチュアは、一端側と他端側を連通する軸方
向液路と、一端面に一端面から他端面に向けて形成され付勢部材を収容するスプリング収
容孔と、一端面に形成され、アマチュアが軸方向に移動したときに固定コアとの間に流路
を構成するよう軸方向液路とスプリング収容孔を連通し、少なくとも、軸方向液路と接続
する接続部の幅が軸方向液路より広く、軸方向液路の深さより浅く形成し径方向に延在す
る径方向凹部とを有するようにした。
  また第二発明では、アマチュアは、一端側と他端側を連通する軸方向液路と、コイルス
プリングが収容され一端面からアマチュアの軸に沿って他端面に向けて形成されたスプリ
ング収容孔と、一端面に形成され、軸方向液路とスプリング収容孔を連通する径方向液路
を備え、径方向液路は、軸方向液路と接続する接続部の幅が軸方向液路より幅が広く、径
方向液路の深さは軸方向液路の最深部の深さ以下に形成した。
  また第三発明では、アマチュアの一端面の中心部を含む領域からアマチュアの軸方向に
沿って所定長さ形成されコイルスプリングが収容されるスプリング収容孔と、アマチュア
の一端側と他端側を連通する軸方向液路と、アマチュアの一端面に形成され、軸方向液路
とスプリング収容孔内を接続する径方向液路を備え、径方向液路の深さは軸方向液路の最
深部の深さ以下に形成した。
【発明の効果】
【０００６】
　よって、本発明では、自動ブレーキ制御中にブレーキペダルが踏み込まれたときに、ブ
レーキペダルストロークを確保しつつブレーキペダルへの振動を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施例1の減圧用バルブの断面図である。
【図２】実施例1のアマチュアの斜視図である。
【図３】実施例1のアマチュアの斜視図である。
【図４】実施例1のアマチュアを軸方向一端側から見た図である。
【図５】実施例1のアマチュアの断面図である。
【図６】実施例1の実施例1の径方向凹部を潰し加工する様子を示す模式図である。
【図７】比較例の径方向凹部を潰し加工する様子を示す模式図である。
【図８】他の実施例のアマチュアを軸方向一端側から見た図である。
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【図９】他の実施例のアマチュアの軸方向一端側の一部を径方向から見た図である。
【図１０】他の実施例のアマチュアを軸方向一端側から見た図である。
【図１１】他の実施例のアマチュアの軸方向一端側の一部を径方向から見た図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　〔実施例1〕
  ［減圧用バルブの構成］
  実施例1の減圧用バルブ1について説明する。図1は減圧用バルブ1の断面図である。減圧
用バルブ1は通電により電磁力を発生するコイル40と、コイル40を収納するヨーク41の内
側に配置されたバルブボディ51と、バルブボディ51の一端側に固定された固定コア42と、
バルブボディ51内を軸方向に移動可能に設けられたアマチュア43と、アマチュア43の弁体
43aが座るシート部44bを有するシート部材44とから構成されている。
  以下の説明において、アマチュア43の摺動方向を軸方向と定義し、コイル40の通電時に
アマチュア43が開弁方向に動く向きを軸方向一端側と定義し、コイル40の非通電時にアマ
チュア43が閉弁方向に動く向きを軸方向他端側と定義する。
  ハウジング31に減圧用バルブ1が挿入されるバルブ取り付け孔32が形成されている。こ
のバルブ取り付け孔32に減圧用バルブ1の他端側の一部が挿入されて固定されている。
【０００９】
　バルブボディ51は非磁性体材料により円筒状に形成されている。バルブボディ51の一端
側の内周に固定コア42が固定されている。バルブボディ51の内周であって固定コア42の他
端側には、アマチュア43が挿入されている。アマチュア43はバルブボディ51内を軸方向に
移動可能に設けられている。
  アマチュア43の一端面には、他端側に向かって穿設されたスプリング収容孔43bが設け
られている。スプリング収容孔43bにはコイルスプリング49が収容されている。コイルス
プリング49は、固定コア42の他端面とスプリング収容孔43bの底部との間に配置されてい
る。コイルスプリング49は、アマチュア43をシート部材44のシート部44b側に付勢してい
る。アマチュア43がシート部44b側に移動すると、弁体43aがシート部44bに当接する。こ
れにより、バルブボディ51内の流路が閉塞される。
【００１０】
　シート部材44は、有底カップ状に形成されている。シート部材44は、他端側が開口し、
一端側が底部を形成している。シート部材44の底部には、シート部材44の外側と内側とを
連通する貫通孔44aが形成されている。シート部材44の底部の一端面であって貫通孔44aの
外周側にはシート部44bが形成されている。シート部44bは、貫通孔44aと同軸上にすり鉢
状に形成されている。シート部材44の他端側の外径は一端側の外径に比べて小さく形成さ
れている。シート部材44は、カップ部材45内に収容されている。
  カップ部材45は、有底カップ状に形成されている。カップ部材45は、一端側が開口し、
他端側が底部を形成している。カップ部材45の底部には、カップ部材45の外側と内側とを
連通する貫通孔45aが形成されている。カップ部材45の側面には、カップ部材45の外側と
内側とを連通する貫通孔45bが形成されている。カップ部材45の内周面であって貫通孔45b
よりも他端側において段がついている（段部45c）。カップ部材45は、段部45cよりも他端
側（小径部45d）の内径が一端側（大径部45e）の内径よりも小さく形成されている。シー
ト部材44は、カップ部材45の大径部45eの内周に圧入されている。カップ部材45は、シー
ト部材44により貫通孔45a側の空間と貫通孔45b側の空間とが隔絶されている。
  コイル40に通電すると固定コア42およびアマチュア43に磁力が発生する。固定コア42の
磁力によりアマチュア43が一端側に吸引され、弁体43aがシート部44bから離間する。これ
により、貫通孔44aを介して貫通孔45aと貫通孔45bとの間が連通される。
【００１１】
　［アマチュアの構成］
  アマチュア43の構成について説明する。図2はアマチュア43の斜視図である。図3はアマ
チュア43の斜視図である。図4はアマチュア43を軸方向一端側から見た図である。図5はア
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マチュア43の断面図である。
  アマチュア43の外周には、軸方向一端側と他端側とを連通する軸方向液路43cが形成さ
れている。軸方向液路43cは周方向にほぼ均等に3本形成されている。アマチュア43の軸方
向一端側の面には放射方向に凹状溝の径方向凹部43dが形成されている。径方向凹部43dは
、軸方向液路43cとスプリング収容孔43bとを連通している。つまり、径方向凹部43dは、
周方向にほぼ均等に３本形成されている。径方向凹部43dの軸方向液路43c側の幅は、軸方
向液路43cの幅よりも広く形成されている。径方向凹部43dの深さは、軸方向液路43cの深
さよりも浅く形成されている。
  スプリング収容孔43bの開口縁には全周に渡って環状液路43eが形成されている。環状液
路43eの一部は径方向凹部43dを含んで構成されている。径方向凹部43dのうち、環状液路4
3eと重なる部分は、アマチュア43の外径側から内径側に向かって幅が狭くなるように形成
されている。隣り合う径方向凹部43dの間の環状液路43eの深さは、外周側よりも内周側（
スプリング収容孔43bの開口縁側）の方が深く形成されている。隣り合う径方向凹部43dの
間の環状液路43eは、アマチュア43の一端側の面から収容凹部に向かって傾斜する傾斜面
によって形成されている。隣り合う径方向凹部43dの間の環状液路43eの深さは、径方向凹
部43dの深さよりも浅く形成されている。
【００１２】
　［径方向凹部の形成］
  径方向凹部43dは、アマチュア43の一端側の面を鍛造（潰し加工）することにより形成
されている。径方向凹部43dが形成される以前に、アマチュア43の一端側の面と外側面（
外周面）との間には、面取り部43fが形成されている。径方向凹部43dを形成するためにア
マチュア43の一端側の面を潰し加工する際に発生した余肉（バリ）は、金型と面取り部43
fとの間の空間内に逃げる。
  径方向凹部43dを流れる作動液の流量を確保するためには、径方向凹部43dの断面積（径
方向凹部43dの軸方向に対して垂直に切ったときの断面積）を確保する必要がある。径方
向凹部43dの断面積は、径方向凹部43dの溝幅と深さで決まる。つまり、径方向凹部43dの
溝幅を細くすると、深さを深くする必要がある。一方、径方向凹部43dの深さを浅くする
と、溝幅を広くする必要がある。
【００１３】
　潰し加工する際に発生する余肉の量は、径方向凹部43dの内部の体積に応じて決まる。
また、径方向凹部43dの軸方向長さは、アマチュア43の外周面からスプリング収容孔43bの
開口部までの距離で決まる。つまり、径方向凹部43dの断面積を一定に保つように設計す
れば溝幅を広くしても狭くしても余肉の量は、ほぼ等しい量発生することとなる。
  図6は実施例1の径方向凹部43dを潰し加工する様子を示す模式図である。実施例1では、
径方向凹部43dの溝幅を軸方向液路43cの溝幅よりも広くし、径方向凹部43dの深さを軸方
向液路43cの深さよりも浅くするようにした。実施例1では、径方向凹部43dの溝幅を軸方
向液路43cの溝幅より広く形成したため、径方向凹部43dの溝幅の範囲における金型と面取
り部43fとの間の空間の体積を十分に確保することができる。これにより、潰し加工のと
きに発生する余肉が逃げる空間を確保することができる。
  図7は比較例の径方向凹部43dを潰し加工する様子を示す模式図である。比較例では、径
方向凹部43dの溝幅を軸方向液路43cの溝幅より狭くした例を示している。径方向凹部43d
の溝幅が狭くなった分、比較例の径方向凹部43dでは実施例１の径方向凹部43dの深さより
も深くなっている。比較例では、径方向凹部43dの溝幅を軸方向液路43cの溝幅より狭く形
成したため、径方向凹部43dの溝幅の範囲における金型と面取り部43fとの間の空間の体積
を十分に確保することができない。これにより、潰し加工のときに発生する余肉が逃げる
空間を確保することができない。逃げることができなかった余肉は、金型を強く押圧する
ため、金型への負荷が大きくなる。また、金型の隙間から余肉が漏れて、バリとなること
がある。
【００１４】
　［作用］
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  実施例1では、径方向凹部43dの溝幅を軸方向液路43cの溝幅より狭く形成するようにし
た。また、径方向凹部43dの深さを軸方向液路43cの深さより浅く形成するようにした。こ
れにより、径方向凹部43dの内部の体積を確保しつつ、深さを浅くすることができる。固
定コア42とアマチュア43との間の吸引力は、距離の二乗に反比例する。そのため、アマチ
ュア43の一端側の面における径方向凹部43dの面積は大きくなるが、径方向凹部43dの深さ
を浅くすることによって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制するこ
とができる。また固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができ
るため、コイル40等を小さくすることができ、減圧用バルブ1を安価に製造することがで
きる。
  実施例1では、アマチュア43に軸方向液路43cと径方向凹部43dを形成するようにした。
アマチュア43に液路を集約したことで作動液を流通させやすくなり、アマチュア43の作動
を安定させることができる。
  実施例1では、径方向凹部43dをアマチュア43の一端側の面を押圧することにより形成す
るようにした。アマチュア43の一端側の面と外周面との間に面取り部43fを形成した。径
方向凹部43dを形成する際に発生する余肉は面取り部43fに位置するようにした。これによ
り、余肉が作動液の流れを阻害することを抑制することができる。
【００１５】
　実施例1では、スプリング収容孔43bの開口縁に沿って連続して環状液路43eを形成した
。作動液が、スプリング収容孔43bの開口部の全周からスプリング収容孔43bの内外に連通
することができ、作動液の良好な流れを確保することができる。
  実施例1では、環状液路43eを径方向凹部43dを含んで形成するようにした。環状液路43e
を径方向凹部43dを流用して形成することができるため、環状液路43eを容易に形成するこ
とができる。
  実施例１では、隣り合う径方向凹部43dの間の環状液路43eの深さを、径方向凹部43dの
深さよりも浅く形成するようにした。環状液路43eの深さを浅く形成することにより、固
定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
  実施例１では、環状液路43eを外周側よりスプリング収容孔43bの方が深くなるように傾
斜して形成するようにした。環状液路43eのうち面積が広い外周側の深さを浅くすること
ができるため、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる
。
  実施例1では、径方向凹部43dをアマチュア43の周方向に複数形成した。これにより、1
つの径方向凹部43dの断面積を小さくすることができるため、径方向凹部43dの深さを浅く
するすることができる。したがって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を
抑制することができる。
  実施例1では、径方向凹部43dのうち環状液路43eと重なる部分をアマチュア43の外径側
から内径側に向かって幅が狭くなるように形成した。環状液路43eに比べて深さが深い径
方向凹部43dの面積を小さくすることができる。したがって、固定コア42とアマチュア43
との間の吸引力の低下を抑制することができる。なお、径方向凹部43dの面積が小さくな
る部分は、径方向凹部43dのうち環状液路43eと重なる部分であり、作動液は環状液路43e
内にも流れるため、作動液の流量は十分に確保することができる。
【００１６】
　［効果］
  (1) 通電時に磁界を発生するコイル40と、コイル40の内周に配置された非磁性体の筒状
部材からなるバルブボディ51と、バルブボディ51の一端側に固定された固定コア42と、一
端側が固定コア42に対向するようバルブボディ51内に配置され、他端側には弁体43aを備
え、コイル通電時に固定コア42に向けてバルブボディ51内を軸方向に移動するアマチュア
43と、バルブボディ51内であって、アマチュア43の他端側に配置され、弁体43aと接離可
能で当接時にバルブボディ51内部に形成された流路を閉塞するシート部44bと、固定コア4
2の他端側とアマチュア43の一端側との間にアマチュア43をシート部44bの方向に付勢する
コイルスプリング49（付勢部材）と、を有し、アマチュア43は、一端側と他端側を連通す
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る軸方向液路43cと、一端面に一端面から他端面に向けて形成されコイルスプリング49を
収容するスプリング収容孔43b（収容凹部）と、一端面に形成され、アマチュア43が軸方
向に移動したときに固定コア42との間に流路を構成するよう軸方向液路43cとスプリング
収容孔43bを連通し、少なくとも、軸方向液路43cと接続する接続部の幅が軸方向液路43c
より広く、軸方向液路43cの深さより浅く形成し径方向に延在する径方向凹部43dとを有す
るようにした。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。ま
た、減圧用バルブ1を安価に製造することができる。また　、アマチュア43の作動を安定
させることができる。
【００１７】
　(2) アマチュア43は、一端面と外側面との間に形成された面取り部43fを備え、
  径方向凹部43dを、一端面を押圧して形成し、面取り部43fに押圧により発生した余肉が
位置するよう構成した。
  よって、余肉が作動液の流れを阻害することを抑制することができる。
  (3) スプリング収容孔43bの開口縁に沿って連続して環状液路43eを形成した。
  よって、スプリング収容孔43bに流れ込む作動液の良好な流れを確保することができる
。
  (4) 環状液路43eを径方向凹部43dを含んで形成した。
  よって、環状液路43eを容易に形成することができる。
  (5) 径方向凹部43dは、アマチュア43の一端面に円周方向に複数個所形成され、隣り合
う径方向凹部43dの間の環状液路43eの深さは径方向凹部43dの深さより浅く形成されてい
るようにした。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
【００１８】
　(6) 隣り合う径方向凹部43dの間の環状液路43eは、外周よりスプリング収容孔43bの開
口縁の方が深く形成され、一端面からスプリング収容孔43bに向かって傾斜する傾斜面に
よって形成した。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
  (7) 径方向凹部43dを、アマチュア43の周方向に複数形成した。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
  (8) 径方向凹部43dを周方向に複数形成し、径方向凹部43dは外径側の幅よりも内径側の
幅を狭くし、狭くなった内径側部を隣り合う径方向凹部43dを接続する環状液路43eを備え
、環状液路43eの深さを径方向凹部43dの深さよりも浅く形成した。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
  (9) 隣り合う径方向凹部43dの間の環状液路43eは、外周よりスプリング収容孔43bの開
口縁の方が深く形成され、一端面からスプリング収容孔43bに向かって傾斜する傾斜面に
よって形成した。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
【００１９】
　(10) 通電時に磁界を発生するコイル40の内周に配置された非磁性体の筒状部材からな
るバルブボディ51と、バルブボディ51の一端側に取り付けられた固定コア42（固定鉄心）
と、一端側が固定コア42に対向するよう配置され、他端側には弁体43aを備え、コイル40
通電時に固定コア42に向けてバルブボディ51内を軸方向に移動する円柱状のアマチュア43
と、アマチュア43の他端側に配置され、弁体43aと接離可能で当接時にバルブボディ51内
部に形成された流路を閉塞するシート部44bと、固定コア42とアマチュア43の一端側との
間に縮設されたコイルスプリング49を有し、アマチュア43は、一端側と他端側を連通する
軸方向液路43cと、コイルスプリング49が収容され一端面からアマチュア43の軸に沿って
他端面に向けて形成されたスプリング収容孔43bと、一端面に形成され、軸方向液路43cと
スプリング収容孔43bを連通する径方向凹部43d（径方向液路）を備え、径方向凹部43dは
、軸方向液路43cと接続する接続部の幅が軸方向液路43cより幅が広く、径方向凹部43dの
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深さは軸方向液路43cの最深部の深さ以下に形成した。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。ま
た、減圧用バルブ1を安価に製造することができる。また、アマチュア43の作動を安定さ
せることができる。
  （11）アマチュア43は、一端面と外周面との間に形成された面取り部43fを備え、
  径方向凹部43dを鍛造により形成し、形成時に発生したバリを面取り部43fに収容するよ
うに構成した。
  よって、バリが作動液の流れを阻害することを抑制することができる。
【００２０】
　(12) 径方向凹部43dを、アマチュア43の一端面に円周方向に複数形成し、
  スプリング収容孔43bの開口縁に沿って、隣り合う径方向凹部43d間を接続してなる環状
液路43e（接続液路）を形成した。
  よって、スプリング収容孔43bに流れ込む作動液の良好な流れを確保することができる
。
  (13) 環状液路43eの深さを径方向凹部43dの深さより浅く形成した。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
  (14) 接続液路は、外周よりスプリング収容孔43bの開口縁の方が深く形成され、一端面
からスプリング収容孔43bに向かって傾斜する傾斜面を備えた。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
  (15) ハウジング31に形成されたバルブ取り付け孔32（取り付け孔）に固定され、通電
時に磁界を発生するコイル40の内周に配置された非磁性体の筒状部材からなるバルブボデ
ィ51と、バルブボディ51の一端側に取り付けられた固定コア42と、一端側が固定コア42に
対向するよう配置され、他端側には弁体43aを備え、コイル40通電時に固定コア42に向け
てバルブボディ51内を軸方向に移動する円柱状のアマチュア43と、アマチュア43の他端側
に配置され、弁体43aと接離可能で当接時にバルブボディ51内部に形成された流路を閉塞
するシート部44bと、固定コア42とアマチュア43の一端側との間に縮設されたコイルスプ
リング49と、を有する液圧制御装置用の減圧用バルブ1（電磁弁）であって、アマチュア4
3の一端面の中心部を含む領域からアマチュア43の軸方向に沿って所定長さ形成されコイ
ルスプリング49が収容されるスプリング収容孔43b（収容孔）と、アマチュア43の一端側
と他端側を連通する軸方向液路43cと、アマチュア43の一端面に形成され、軸方向液路43c
とスプリング収容孔43b内を接続する径方向凹部43d（径方向液路）と、を備え、径方向凹
部43dの深さは軸方向液路43cの最深部の深さ以下に形成した。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。ま
た、減圧用バルブ1を安価に製造することができる。また、アマチュア43の作動を安定さ
せることができる。
【００２１】
　(16) 径方向凹部43dの軸方向液路43cと接続する接続部の幅を軸方向液路43cより幅が広
く形成した。
  よって、径方向凹部43dの有効断面積を確保することができるため、作動液の流通を良
好にすることができる。
  (17) アマチュア43は、一端面と外側面との間に形成された面取り部43fを備え、
  径方向凹部43dを、一端面を押圧して形成し、面取り部43fに押圧により発生した余肉が
位置するように構成した。
  よって、余肉が作動液の流れを阻害することを抑制することができる。
  (18) 径方向凹部43dを、アマチュア43の一端面に円周方向に複数形成し、
  スプリング収容孔43bの開口縁に沿って、隣り合う径方向凹部43d間を接続してなる環状
液路43e（接続液路）を形成した。
  よって、スプリング収容孔43bに流れ込む作動液の良好な流れを確保することができる
。
  (19) 環状液路43eの深さを径方向凹部43dの深さより浅く形成した。
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  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
  (20) 環状液路43eは、外周よりスプリング収容孔43bの開口縁の方が深く形成され、一
端面からスプリング収容孔43bに向かって傾斜する傾斜面を備えた。
  よって、固定コア42とアマチュア43との間の吸引力の低下を抑制することができる。
【００２２】
　〔他の実施例〕
  以上、本発明を実施例1に基づいて説明してきたが、各発明の具体的な構成は実施例1に
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等があっても、本発明
に含まれる。
【００２３】
　（他の実施例1）
  他の実施例1の減圧用バルブ1について説明する。実施例1と同じ構成については、同一
の符号を付して説明を省略する。
  ［アマチュアの構成］
  図8はアマチュア43を軸方向一端側から見た図である。図9はアマチュア43の軸方向一端
側の一部を径方向から見た図である。
  他の実施例1では、径方向凹部43dの溝幅をアマチュア43の外周側から内周側に向かうに
連れて拡大するようにした。また環状液路43eは廃止した。径方向凹部43dをこのような形
状とすることで、作動油の流通を良好にすることができる。
【００２４】
　（他の実施例2）
  他の実施例2の減圧用バルブ1について説明する。実施例1と同じ構成については、同一
の符号を付して説明を省略する。
  ［アマチュアの構成］
  図10はアマチュア43を軸方向一端側から見た図である。図11はアマチュア43の軸方向一
端側の一部を径方向から見た図である。
  他の実施例2では、径方向凹部43dの溝幅をアマチュア43の外周側から内周側に向かうに
連れて縮小するようにした。また環状液路43eは廃止した。さらに隣り合う径方向凹部43d
との間には、放射状に伸びる複数の溝を設け、アマチュア43の軸方向一端側の面が波状と
なる波面43gを形成した。これにより、固定コア42とアマチュア43とを離間させやすくす
ることができる。
【００２５】
　更に、上記実施例から把握しうる技術的思想について記載する。
  (A) 請求項１５に記載の液圧制御装置用の電磁弁において、
  前記アマチュアは、前記一端面と外側面との間に形成された面取り部を備え、
  前記径方向凹部は、前記一端面を押圧して形成し、前記面取り部に前記押圧により発生
した余肉が位置するように構成されていることを特徴とする電磁弁。
  (B) 請求項１５に記載の液圧制御装置用の電磁弁において、
  前記径方向液路を、前記アマチュアの一端面に円周方向に複数形成し、
  前記スプリング収容孔43bの開口縁に沿って、隣り合う前記径方向液路間を接続してな
る接続液路を形成したことを特徴とする電磁弁。
  (C) 上記(B)に記載の電磁弁において、
  前記接続液路の深さは前記径方向液路の深さより浅く形成されていることを特徴とする
電磁弁。
  (D) 上記(C)に記載の電磁弁において、
  前記接続液路は、外周より前記スプリング収容孔43bの開口縁の方が深く形成され、前
記一端面から前記スプリング収容孔43bに向かって傾斜する傾斜面を備えたことを特徴と
する電磁弁。
【符号の説明】
【００２６】
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1　　減圧用バルブ（電磁弁）
32　　バルブ取り付け孔（取り付け孔）
40　　コイル
42　　固定コア（固定鉄心）
43　　アマチュア
43a　　弁体
43b　　スプリング収容孔（収容凹部）（収容孔）
43c　　軸方向液路
43d　　径方向凹部（径方向液路）
43e　　環状液路（接続液路）
43f　　面取り部
44b　　シート部
49　　コイルスプリング
51　　バルブボディ

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】
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